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神
奈
川
臨
調
問
題

補
助
金
削
減
の
検
討
中
止
を

知
事
と
県
議
に
要
請
書
提
出

　
８
月
　
日
か
ら
　
日
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争

２４

２６

防
止
国
際
医
師
会
議
）
世
界
大
会
が
広
島
で
開
催

さ
れ
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
原
点
で
あ
る
被
爆
地
広

島
で
の
開
催
は
実
に
　
年
ぶ
り
と
な
る
。
今
回
、

２３

参
加
さ
れ
た
齋
藤
三
朗
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ

い
た
の
で
掲
載
す
る
。 .
.
.
.
.
.
 （
全
２
回
）

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
国
際
会
議
に
参
加
し
て

　
横
浜
市
南
区
・
清
水
ヶ
丘
病
院
　
齋
藤
　
三
朗

か
っ
た
の
で
す
が
、
話
が
終

え
て
か
ら
は
赤
面
の
至
り
で

し
た
。

　
会
の
司
会
者
や
、
他
の
出

演
者
は
話
の
中
で
、「
村
田
大

使
さ
ん
」
と
言
っ
て
い
る
の

を
聞
い
て
、
彼
が
東
京
大
学

卒
業
後
、
外
務
省
に
入
り
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス

公
使
、
セ
ネ
ガ
ル
、
ス
イ
ス

大
使
を
歴
任
さ
れ
た
こ
と
を

知
り
、
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル

に
世
界
に
通
用
し
た
素
晴
ら

し
い
日
本
人
と
い
う
こ
と
を

初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
彼
の
話
は
、「
日
本
に
世
界

最
初
の
原
爆
が
投
下
さ
れ
、

数
十
万
人
が
熱
線
で
蒸
発
。

現
在
で
も
放
射
能
で
苦
し
ん

で
い
る
多
く
の
被
爆
者
、
こ

れ
は
地
球
上
を
襲
っ
た
残
虐

か
つ
、
人
と
し
て
生
命
の
倫

理
上
か
ら
し
て
由
々
し
い
こ

と
。
そ
こ
で
私
は
大
使
時
代

か
ら
原
爆
を
『
倫
理
学
会
』

で
問
題
に
し
て
き
た
。
と
こ

ろ
が
今
度
の
福
島
原
発
の
メ

ル
ト
ダ
ウ
ン
。
ま
た
も
多
く

の
放
射
能
が
広
範
囲
に
撒
き

散
ら
さ
れ
た
…
」
と
い
う
も

の
で
し
た
。

　
講
演
は
　
分
で
し
た
が
、

１５

こ
う
し
た
公
人
が
我
が
国
に

も
お
ら
れ
た
と
い
う
事
実
を

知
り
、
今
後
の
活
動
に
新
た

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
入
で
き

た
の
で
し
た
。

の
参
加
者
は
会
場
に
入
り
き

れ
な
い
ほ
ど
で
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
最
高
の
参
加

者
数
で
し
た
。
演
者
で
あ
る

沢
田
昭
二
氏
は
、
本
来
は
素

粒
子
学
者
で
あ
り
広
島
原
発

を
専
門
的
に
解
析
し
て
い
ま

し
た
が
、
や
が
て
被
爆
者
達

と
の
交
流
を
経
て
、
い
ま
で

は
疫
学
者
と
し
て
活
動
し
て

い
る
と
話
し
、
参
加
者
に
感

動
を
与
え
ま
し
た
。

　
ま
た
福
島
の
わ
た
り
病
院

医
師
の
齋
藤
 紀
 氏
か
ら
は
、

お
さ
む

放
射
能
を
浴
び
た
現
地
の
住

民
の
診
察
や
ら
相
談
に
昼
夜

活
動
し
て
い
る
こ
と
、
来
年

春
ま
で
相
談
会
の
日
程
が
決

ま
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
も

報
告
さ
れ
、
参
加
者
は
感
激

の
拍
手
で
賛
同
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
夜
は
反
核
医

師
の
会
の
交
流
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
判
っ
た
の

は
全
国
か
ら
医
師
　
名
、
同

６３

伴
者
が
　
名
、
医
学
生
が
　

３３

１３

名
で
、
代
表
を
送
れ
な
か
っ

た
県
は
、青
森
、秋
田
、群
馬
、

高
知
、熊
本
、大
分
に
沖
縄
で

し
た
。
そ
し
て
当
神
奈
川
県

で
は
小
生
一
人
と
い
う
さ
び

し
い
状
態
で
し
た
…
。

日
本
人
ス
ピ
ー
カ
ー

村
田
光
平
氏
に
圧
巻

　
二
日
目
の
総
会
。
私
は
村

田
光
平
氏
を
全
く
知
ら
な

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
脱
原
発
か
ら
核
廃

絶
へ
」は
盛
大
に

　
長
い
こ
と
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の

日
本
支
部
は
各
地
の
医
師
会

が
主
体
と
さ
れ
、従
来
の「
反

核
医
師
の
会
」
は
運
営
か
ら

全
く
無
視
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
今
回
の
広
島
大

会
に
は
、
反
核
医
師
の
会
か

ら
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に

応
募
、
初
め
て
２
題
、「
脱
原

発
か
ら
核
廃
絶
へ
」
と
、「
原

爆
症
認
定
制
度
改
革
へ
の
取

り
組
み
と
『
黒
い
雨
』
に
つ

い
て
」が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　「
脱
原
発
か
ら
核
廃
絶
へ
」

と
を
強
調
し
た
。
他
団
体
か
ら

は
、こ
れ
ら
の
補
助
金
を
廃
止
・

削
減
す
る
こ
と
は
、「
い
の
ち
輝

く
マ
グ
ネ
ッ
ト
神
奈
川
」
を

謳
っ
て
県
民
の
信
託
を
受
け
た

知
事
に
あ
る
ま
じ
き
行
為
だ
と

指
弾
。
経
済
効
果
優
先
の
知
事

の
姿
勢
を
問
い
た
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
保
健
福
祉
局

は
、
臨
調
で
は
個
別
の
事
業
に

対
し
て
ど
ん
な
検
討
が
さ
れ
て

い
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
一

定
の
重
み
が
あ
る
と
言
及
。
知

事
室
は
「
意
見
は
知
事
に
伝
え

る
」
と
約
束
し
た
。

休
日
診
療
所
な
ど
の
運
営
が
ま

ま
な
ら
な
く
な
れ
ば
県
民
へ
の

医
療
提
供
体
制
に
影
響
が
大
き

い
こ
と
、
重
度
障
害
者
医
療
費

助
成
制
度
へ
の
補
助
金
が
廃
止

さ
れ
れ
ば
多
く
の
障
害
者
が
生

活
困
窮
に
陥
る
こ
と
を
訴
え

た
。

　
藤
田
代
表
は
、
財
政
難
に

な
っ
て
も
同
じ
公
共
財
の
消

防
・
警
察
に
は
メ
ス
が
入
ら
ず
、

医
療
や
福
祉
が
真
っ
先
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
を
疑
問

視
。
医
療
・
福
祉
は
一
度
崩
壊

す
れ
ば
再
建
が
困
難
で
あ
る
こ

　
県
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

を
求
め
る
連
絡
会
（
代
表
　
藤

田
倫
成
協
会
理
事
、
以
下
「
連

絡
会
」）
は
８
月
　
日
、
県
社
会

３１

保
障
推
進
協
議
会
、
お
よ
び
こ

れ
か
ら
の
障
害
者
と
患
者
の
福

祉
・
医
療
を
考
え
る
連
絡
会
と

共
同
で
、
知
事
室
並
び
に
保
健

福
祉
局
に
対
し
、
神
奈
川
県
緊

急
財
政
対
策
本
部
調
査
会
（
以

下
「
臨
調
」）
に
つ
い
て
要
請
行

動
。
①
現
行
の
子
ど
も
・
重
度

障
害
者
等
に
対
す
る
医
療
費
助

成
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
、
②

地
域
医
療
・
福
祉
の
根
幹
を
な

す
市
町
村
補
助
金
お
よ
び
団
体

補
助
金
を
削
減
し
な
い
こ
と
、

③
県
有
施
設
の
廃
止
ま
た
は
民

間
移
譲
を
し
な
い
こ
と
―
の
３

点
を
要
請
項
目
と
し
た
要
請
書

を
提
出
し
た
。

　
当
日
は
、
臨
調
で
廃
止
・
削

減
が
検
討
さ
れ
て
い
る
県
有
施

設
や
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
、
精
神
科
救
急
医
療
基
幹

病
院
や
休
日
診
療
所
な
ど
医

療
・
福
祉
関
係
の
補
助
金
を
廃

止
し
な
い
よ
う
要
望
。
ま
た
、

署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささ署名にご協力くださいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
  「神奈川臨調」は、図書館や障害者施設などを含む県有施設の廃
止を打ち出しました。協会では現在、県有施設の継続を求めて、署
名に取り組んでいます。ご協力をいただける先生はご一報くださ
い。署名用紙をお送りいたします。
....................................（地域医療対策部雑045-313-2111）
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請願項目
▼子ども・重度障害者等に対する医療費助成の
現行制度を継続してください。
▼地域の医療・福祉を支える市町村補助金およ
び団体補助金を削減しないでください。
▼県有施設を廃止、または民間等へ移譲しない
でください。

◆第一次締め切り10月23日◆

県こども連絡会

施
設
や
補
助
金
等
が
）
本
当
に

必
要
な
の
か
今
後
精
査
し
た

い
。
県
の
や
り
方
は
性
急
だ
。

す
ぐ
に
（
臨
調
の
方
向
を
）
予

算
化
す
る
こ
と
は
さ
せ
な
い
。

供
結
果
あ
り
き
僑の
立
場
に
立
た

な
い
」（
無
所
属
の
会
・
飯
田
満

議
員
）な
ど
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
当
日
懇
談
で
き
な
か
っ
た
会

派
に
つ
い
て
も
、
後
日
の
聞
き

取
り
で
は
「
医
療
費
助
成
制
度

は
後
退
さ
せ
ら
れ
な
い
。
上
積

み
し
た
い
気
持
ち
は
あ
る
が
難

し
い
。
少
な
く
と
も
現
状
よ
り

後
退
は
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
」（
公
明
党
・
小
野
寺
慎
一

郎
議
員
）、「
全
体
を
見
直
す
と

は
『
見
直
し
の
対
象
に
す
る
と

い
う
だ
け
』。
見
直
し
た
結
果

『
存
続
』
は
当
然
あ
る
」（
自
民

党
・
星
野
政
策
秘
書
）
と
の
コ

メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

と
動
き
づ
ら
い
」（
神
奈
川
ネ
ッ

ト
・
若
林
智
子
議
員
）、「（
県
有

　
９
月
　
日
に
は
県
議
会
各
会

１１

派
に
同
様
の
内
容
で
要
請
行

動
。９
団
体
　
名
が
参
加
し
た
。

１６

　
こ
の
日
懇
談
で
き
た
４
会
派

は
そ
れ
ぞ
れ
「（
臨
調
に
は
）
明

確
に
反
対
。
県
民
の
頭
越
し
に

決
め
ら
れ
る
の
は
と
ん
で
も
な

い
」（
民
主
党
・
か
な
が
わ
ク
ラ

県
議
会
各
会
派

「
議
会
軽
視
」な
ど
反
発
相
次
ぐ

ブ
・
近
藤
大
輔
議
員
）、

「
外
部
団
体
（
臨
調
）

で
話
す
の
は
良
い
こ
と

だ
が
、
暮
ら
し
・
い
の

ち
に
関
わ
る
こ
と
は

カ
ッ
ト
す
る
つ
も
り
は

な
い
」（
み
ん
な
の
党
・

菅
原
直
敏
、
土
居
昌
司

両
議
員
）、「
何
億
円
も

の
お
金
が
議
会
の
承
認

を
得
な
い
こ
と
は
問

題
。
議
会
軽
視
だ
。
た

だ
、
最
終
答
申
が
な
い

要請書を提出する藤田理事

後  編

ひとつでもあてはまった方はひとつでもあてはまった方は ご相談ください！ TELTEL 045-313-2111
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